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（いわて震災津波アーカイブ～希望～ 画面イメージ）
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１．いわて震災津波アーカイブ～希望～の概要
● 東日本大震災津波の経験・教訓を
未来に伝承することを目的に構築した
デジタルアーカイブ

● 防災活動や防災・復興教育、復興
ツーリズム等において活用されるよう、
情報発信の性格も有する

● 平成２９年３月３０日公開
（県管理ホームページ）
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（いわて震災津波アーカイブ～希望～ 画面イメージ）

● 「新着コンテンツ」や「よく見られている
コンテンツ」を紹介

１．いわて震災津波アーカイブ～希望～の概要



● 公開資料数 237,690点（令和３年９月末日現在）
県や市町村が保有する資料だけでなく、国、民間から広く収集し、公開
● 動画や音声といった、デジタルアーカイブならではの資料も公開

機関 点数 機関 点数
県 ６２,１２９ 観光関係団体 ５,８０９
沿岸市町村 ５７,０２０ 社会福祉協議会 １９,４２３
内陸市町村 ９,４４２ ＮＰＯ関係 ３９,８３７
防災関係機関 １１,５０１ 大学等 ２１,０４６
新聞社 １１,４８３ 合計 ２３７,６９０

＜提供元内訳＞

＜資料の種別＞

データ形式 点数 データ形式 点数
画像 ２２３,４７７ 音声 ２８
文書 １３,７９１ 合計 ２３７,６９０動画 ３９４
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２．公開資料



● 新聞記事ＢＯＸ（岩手日報、東海新報、復興釜石新聞）
➡ 発災当時からの新聞を画像で閲覧することが可能
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２．公開資料

（検索画面イメージ）



● アーカイブの概要や授業での活用例を紹介する動画を収録した
DVDを作成・配布（H30.2）
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3．復興教育での活用

DVDに収録されている活用授業例（中学校編）のイメージ

DVDジャケットイメージ



● ＰＣ、タブレット、スマートフォンなどで、どこからでも閲覧が可能
● 権利処理済であり、資料の二次利用が容易
● 検索による資料の絞込みが可能
● 学校教育に活用できるコンテンツの充実
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３-(1)．アーカイブの利点

＜６つのテーマでの分類＞ ＜時系列での表示＞

（例）テーマ「支援から絆へ」 の 「医療保健活動」



● 権利処理済であり、資料の二次利用が容易
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３-(1)．アーカイブの利点

＜書籍:岩手のトリセツ（㈱昭文社）
＞

＜展示パネル（東北ろうきん）＞

＜社会科教材（㈱正進社）＞



● 希望のニュース
➡ 新聞記事を教材として、当時の子どもたちの行動を知り、
心情に触れながら防災に必要な備えについて学ぶ
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３-(2)．児童・生徒向けコンテンツ



● 21の入り口
➡ 「いわての復興教育」が重視する３つの教育的価値「いきる」、
「かかわる」、「そなえる」に対応した21項目を用意
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３-(2)．児童・生徒向けコンテンツ



● 被災地の中学生・高校生の声と活動に学ぼう
➡ 当時の中高生の作文や学校新聞を収録
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３-(2)．児童・生徒向けコンテンツ



● 「復興教育・防災教育」 資料館
➡ 岩手県内の学校での実践例をまとめたコンテンツ
事例集や学習指導案、発表資料などを収録
➡ 毎年度、事例を追加
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３-(3)．教育関係者向けコンテンツ

（指導案:釜石市立平田小学校）

（実践例の発表資料:宮古市立藤原小学校）



● アーカイブを活用した出前授業の実施
＜日 時＞ 平成30年８月29日
＜場 所＞ 西和賀町立湯田小学校 体育館
＜対 象＞ 同校 ６年生（21名）
＜講 師＞ 岩手大学大学院教育学研究科 森本准教授
＜学習課題＞
「アーカイブ」を使って、東日本大震災津波の様子を調べ、
これからの自分たちに生かそう
＜学校背景＞
・ 夏休みに地域の方々と一緒に防災マップ作りを行っている
・ 被災した大槌町立吉里吉里学園との交流を行っている
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３-(4)．活用事例＜出前授業＞



● アーカイブを活用した出前授業の実施
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３-(4)．活用事例＜出前授業＞

②アーカイブを使い、震災の概況を説明 ③タブレットでアーカイブを閲覧し、震災の状況を
自由に調べた後、テーマから新聞記事へ誘導

④新聞記事を読んで分かったことを
ワークシートにまとめる

被災地の小中学生
が避難所で物資を
運ぶ様子などを取り
上げた新聞記事

⑤分かったことをグループで共有し、
自分たちに生かせることを考える

①防災マップ作りを振り返る



● 子どもたちのまとめ
・ いざという時に行動できるように日頃の
片付けや手伝いをしっかりやりたい
・ 自分たちにできることを考えて行動したい

● 出前授業を見学した先生方の意見
・ 調べ学習に使える
・ 視覚的効果が高い（子どもたちが興味を持ちやすい）
・ 分類されているため、見せたいところだけを見せられる
（検索が短時間で済む、作業指示が出しやすい）
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３-(4)．活用事例＜出前授業＞



● 震災津波を知らない世代での活用（震災津波から10年を経過）
➡ すでに小学校には、震災後に生まれた世代が入学
➡ 写真や新聞で当時の状況を知る

● 教育旅行等での活用
➡ 現地に行く前の事前学習、現地から帰っての事後学習
※ 東日本大震災津波伝承館（陸前高田市）

● いわての復興教育副読本「いきる かかわる そなえる」との連携
➡ 副読本にQRコードを添付することによるアーカイブへの誘導
➡ ＧＩＧＡスクール構想による学校教育のICT化に伴う更なる活用
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４．今後の活用



岩手県復興復興防災部 復興推進課

〒020-8570
岩手県盛岡市内丸10番1号

TEL : 019-629-6945
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